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１．事業の目的 

 

 我が国では、様々な状況に置かれている女性が、自らの希望を実現して輝く

ことにより、最大の潜在力である「女性の力」が十分に発揮され、社会の活性

化につながるよう、「すべての女性が輝く社会づくり推進室」が平成26年10月に

発足し、それにあわせて「すべての女性が輝く社会づくり本部」を設置し、女

性の活躍を阻むあらゆる課題の解決に向けた取り組みの検討が進められている

ところである。 

 そうした国の動きの中で、本町では、平成 29 年を「女性が輝くコンパクトシ

ティ松田元年」として位置づけ、女性が輝き、活躍することができる環境づく

りを進めていくこととしており、これからの将来のまちづくりにおいては、女

性の活躍が必要不可欠であるという認識のもと、町民の意識改革の第一歩とし

て、本事業に取り組んでいくものとする。 

 また、本事業は今年度からの地方創生推進事業の一つとして動き始めた事業

であり、現在、松田町に暮らしている人々だけではなく、これから暮らしてい

く人々やその子どもたちが親になったときに、自分の子どもも松田町で育てて

いきたいと思えるようなまちとしていくことを見据えたスタートアップ事業と

して取り組んでいくものとする。 

 特に、将来的にまちづくりの基礎となる雇用の創出と起業化を推進するため

の人材育成や組織づくり、ソフト事業を効率的・効果的に展開していくための

可能性や問題・課題の抽出、取り組みの方向性についての調査・議論を進め、

駅周辺に点在する町有施設のあるべき姿や施設の再編等も視野に入れながら、

調査・検討を行うものとする。 

 さらに、将来的に拠点となる施設での自立した管理運営に向けた仕組みや体

制づくりの検討を進めていくとともに、拠点施設を中心に働きの場から起業の

場ともなるよう、必要機能の集約化や施設整備を進め、松田町への定住化に結

び付けていくものとする。 
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２．事業の内容 

 

 本町の人口減少や地域・コミュニティのあり方等の現状を理解しつつ、下記

の項目に基づく取り組みを進める。 

 

(1) 現状データの分析及びアンケート調査の実施 

 既存資料等に基づく現状の把握とともに、アンケート調査（ニーズ調

査）を実施して女性の意向を把握する。 

 

(2) まちづくりワークショップの開催 

 女性目線からのまちづくりを推進するための組織づくりや女性が活躍

することのできるまち・環境づくりに向けたまちづくりワークショップ

を開催しながら、将来的な活動組織となる実行委員会等の設立に向けた

支援を行う。 

 

(3) 人材の掘り起こし・育成の手法・組織組成に関する調査 

 先進的な活動を進めている団体や組織等の情報を収集するとともに、

研究会や講演会等の開催を通して、松田町での収益事業や活動の展開に

ついての検討を行う。 

 

(4) 地元企業等との連携したソフト事業の検討 

 地元企業をはじめとして、高等学校や大学等へのヒアリングを行い、

将来的な地方創生推進事業の実施に向けた可能性についての検討を行う。 

 

(5) 駅周辺町有施設等の再編を含めた調査・検討 

 駅周辺に点在する町有施設等の利活用方法についての検討を行うとと

もに、収益性を踏まえた社会実証実験の実施やリノベーションなどに向

けた検討を行う。 
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３．事業経過報告 

 

(1) 現状データの分析及びアンケート調査の実施 

 ①「女性が輝くまち・松田町」の実現に向けたアンケート調査 

 本町では、「女性が輝くまち・松田町」を目指し、この目標を実現して

いくために平成 28 年 11 月に子育て支援センターや松田幼稚園、寄幼稚

圏、松田さくら保育園の保護者を対象に、松田町（町民）の思う「女性

が輝くまち・活躍するまち」についてのアンケート（意向）調査を実施

し、人口減少に対応していくための女性が求めている行政支援等を把握

することを目的とする。 

 

【アンケート調査の概要】 

①調査地点：子育て支援センター、松田幼稚園、寄幼稚園、松田さく

ら保育園の４施設 

②調査対象：各施設を利用する保護者 

③標 本 数：103 票 

④調査方法：保護者やスタッフへの直接の聞き取り及び配布 

⑤調査期間：平成 28 年 11 月 21 日～平成 28 年 11 月 28 日 

 

 

【アンケート調査の結果】 

11.7%

43.7%

6.7%

37.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育て支援センター

松田幼稚園

寄幼稚園

松田さくら保育園
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  Ｑ１ 性別とご年齢、家族構成をお聞かせください。 

   －１ 〔性別〕 

  

5.8%

93.2%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男 性

女 性

無回答

 
 

   －２ 〔年齢〕 

  

15.5%

58.3%

22.3%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～20代

30代

40代

無回答

 
 

   －３ 〔家族構成〕 

  

58.3%

16.5%

25.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

二世代世帯

三世代世帯

無回答
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  Ｑ２ ご職業をお聞かせください。なお、休職中の方は□にレ点を記入して

ください。 

  

29.1%

4.9%

38.8%

1.0%

23.3%

1.9%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員

公務員

専業主婦

（主夫）

自営業

パート・

アルバイト

その他

無回答

 
 

  

96.1%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休職中でない

休職中である
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  Ｑ３ 女性が輝くまちとは、どのようなまちをイメージしますか。 

33.0%

18.4%

18.4%

9.7%

7.8%

3.9%

2.9%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事と子育てを両立できるまち、
女性が働きやすいまち

子育て支援が充実し、子育て環境が良いまち

多くの女性が働いているまち、
社会進出しているまち

女性が自分のやりたいことを実現できるまち、
いきいきと生活できるまち

女性が安全、安心に暮らせるまち

女性が困らず生活できるまち

分からない

無回答

 
 

  Ｑ４ Ｑ３の女性が輝くまちを実現するために、制度や支援、施策など、何

が必要だと思いますか。 

25.2%

14.6%

14.6%

9.7%

7.8%

6.8%

4.9%

4.9%

7.8%

4.9%

4.9%

4.2%

2.1%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保育園

公園

子どもを預けられる場所

スーパーなどの商業施設

病児保育施設

学童

病院（小児科、産科）

子育て支援センター

女性が働きやすい職場、

企業づくり

預かり保育や子育て支援センター、

病院の開設時間の延長（土日も）

女性の社会進出への機運、

理解を高める

金銭的支援

女性のコミュニティの創出

無回答
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  Ｑ５ 現在、松田町で女性が活躍していると思う時はどのような時ですか。

（ご自身が活躍していると感じる時はどのような時ですか。） 

12.6%

8.7%

5.8%

5.8%

3.9%

3.9%

3.9%

55.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事をしているとき

イベントなどを

女性が主催しているとき

仕事と子育てを

両立しているとき

社会に出て活動している、

社会とつながりを持ったとき

子育てしているとき

子育て支援を

してもらっているとき

特にない

無回答
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【アンケート調査票】 
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(2) まちづくりワークショップの開催 

 まちづくりワークショップの開催にあたっては、本事業の目的でもあ

る女性が輝き活躍することのできるまちを創っていくために、松田町で

活動等をしている女性や、これから何かをしていきたいと思っている・

考えている女性の参加を募り、人材の発掘と、女性目線から女性が輝き

活躍できる町にしていくために、どのようにしていくかなどについて、

率直な意見を整理・集約しながら、将来的な目標の実現に向け、今年度

に実施する社会実証実験の企画から運営までの検討・協議を行った。 

 また、ワークショップ等の開催においては、先のアンケート調査でも

意見として挙げられた、保育園や子どもを預けることのできる居場所が

求められており、日常的に小さな子どもの面倒や世話をしている中での

参加となる。こうした悩みや問題を解決するため、ワークショップ会場

に隣接して、託児環境を整備し、子どもたちと一緒に参加のできる環境

づくりも合わせて取り組んだ。 

 さらに、ワークショップ等においては、町の女性たちを中心に第１回

（２月 18 日）をスタートに、第２回（２月 26 日）、第３回（３月４日）、

第４回（３月 11 日）までの毎週のペースで開催し、テーマに基づいて、

グループで意見を出し合い、最後に検討結果を発表し、意見交換を全体

で行った。 

 そうした女性が活躍する場づくりワークショップの活動を始めるに当

たり、「女性（女子）」「松田町」「まちづくり」のキーワードを基に、参

加者が楽しみながら、気軽に話しなどができる会として、「松田まちづく

り女子会 2017（通称：松女会）」と名付けた。 

 その後のワークショップ等は「女性が輝く居場所」の創出に向けた検

討で、まずは「自分たちが輝く姿をたくさんの人に魅せよう！」という

意見から、当初に想定していた社会実証実験として、ワークショップの

参加者を中心に１日限定のお試し企画「つむＧＯ」を開催することとし

た。 

開催場所は、空き店舗や旧土木事務所等の候補地の中から、検討した

結果、旧土木事務所での開催とした。開催日となる３月 18 日（土）に向

けて参加者が一丸となって、当日のレイアウトやポスターの作成、チラ

シの配布、フラッグづくり、会場の清掃、お店づくり等の準備を進めた。 
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 【第１回 まちづくりワークショップ】  

 

●日 時：平成 29 年２月 18 日（土） 午後２時～ 

●場 所：松田町役場１階ＡＢ会議室 

●次 第 

  １．開会 

  ２．あいさつ 

  ３．本日のテーマ 

    テーマ①：先進的・先駆的な活動事例の紹介 

    テーマ②：女性が活躍する場についての検討（その１） 

    テーマ③：次回の予定について 

  ４．その他 

  ５．閉会 

●参加者：12 名 

●ワークショップの様子 
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【開催案内】 
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【次 第】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第１回）の参加メンバーからの意見‐１班】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第１回）の参加メンバーからの意見‐２班】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第１回）の参加メンバーからの意見‐３班】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第１回）の参加メンバーからの意見】 

 
 

 

１班 

2 班 



- 19 - 

 

 

 
3 班 
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 【第２回 まちづくりワークショップ】  

 

●日 時：平成 29 年２月 26 日（日） 午後２時～ 

●場 所：松田町役場３階防災対策室 

●次 第 

  １．開会 

  ２．あいさつ 

  ３．本日のテーマ 

    テーマ①：前回の“松田まちづくり女子会 2017”のおさらい 

    テーマ②：女性が活躍する場についての検討（その２） 

         ◎「オススメの逸品」の発表会！ 

         ◎「具体的にどこで・何をするか？」 

         ◎全体的な総括と総評 

    テーマ③：今後の予定について 

  ４．その他 

  ５．閉会 

●参加者：14 名 

●ワークショップの様子 
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【開催案内】 
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【次 第】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第２回）の参加メンバーからの意見‐１班】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第２回）の参加メンバーからの意見‐２班】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第２回）の参加メンバーからの意見‐３班】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第２回）の参加メンバーからの意見】 

 
 

 

１班 

2 班 
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3 班 
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【参考：松田町内の空店舗を活用した「まつだ・桜・ゆめフェスタ」の開催】 
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 【第３回 まちづくりワークショップ】  

 

●日 時：平成 29 年３月４日（日） 午後１時～ 

●場 所：松田町役場３階防災対策室 

●次 第 

  １．開会 

  ２．あいさつ 

  ３．本日のテーマ 

    テーマ①：前回の“松田まちづくり女子会 2017”のおさらい 

    テーマ②：女性が活躍する場についての検討（その３） 

         ◎「どんな“お店”にしようか？」 

         ◎全体的な総括と総評 

    テーマ③：今後の予定について 

  ４．その他 

  ５．閉会 

●参加者：８名 

●ワークショップの様子 
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【開催案内】 
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【次 第】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第２回）の参加メンバーからの意見】 

 
 

 

１班 

2 班 
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【社会実証実験のチラシ案(1)】 
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【社会実証実験のチラシ案(2)】 
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 【第４回 まちづくりワークショップ】  

 

●日 時：平成 29 年３月 11 日（日） 午後１時～ 

●場 所：旧土木事務所 

●次 第 

  １．開会 

  ２．あいさつ 

  ３．本日のテーマ 

    テーマ①：前回の“松田まちづくり女子会 2017”のおさらい 

    テーマ②：女性が活躍する場についての検討（その４） 

         ◎「お店プラン・イベント・レイアウトを考えよう！」 

         ◎「看板等をみんなで創ろう！」 

         ◎全体の総括と総評 

    テーマ③：今後の予定について 

  ４．その他 

  ５．閉会 

●参加者：12 名 

●ワークショップの様子 
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【開催案内】 
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【次 第】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第４回）での社会実証実験『つむＧＯ』の開催に向けた検討資料】 
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【松田まちづくり女子会 2017（第４回）での社会実証実験『つむＧＯ』の開催に向けた検討資料の修正デザイン】 
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(3) 人材の掘り起こし・育成の手法・組織組成に関する調査 

 人材の掘り起こしや育成の手法・組織組成については、先進的・先駆

的な取り組みを進めている活動や組織（団体）等を参考にしながら、松

田町の実情にあった取り組みとして進めていくものとする。 

 そこで、松田町が目指す「女性が輝き活躍するまち」をこれから創っ

ていく中で、松田町により身近なところで活動を展開しているなどを踏

まえ、女性の目線（視点）での活動や起業化等の支援を全国的展開とと

もに、各地域での活動への支援・協力を行っているＮＰＯ法人チルドリ

ンや、地域の女性や住民が中心となって活動を展開しているローカルフ

ァースト研究会（茅ヶ崎市）の２組織を参考としていくものとする。 

 また、今回のワークショップ（松田まちづくり女子会 2017）には、ア

ドバイザーとしても参加していただき、近隣市町村での動きや地域での

活動状況等をはじめとした様々な情報提供等を行ってもらっている。 

 

 【ＮＰＯ法人 チルドリン】 
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 【ローカルファースト研究会（茅ヶ崎市）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 44 - 

 

(4) 地元企業等との連携したソフト事業の検討 

 本町の女性が輝き活躍するためには、行政や団体、個人が個々に進め

ていくことは非常に難しいことから、今何が必要なのか、松田町に関わ

る人々や企業が一体となって、町全体で考えて取り組んでいくことが必

要である。 

 特に、旧土木事務所については、今後の活用方法等についての方向性

を検討していくとともに、積極的な利用に向けた拠点施設としての機能

を設置するほか、隣接する教育機関の立花学園高等学校との連携や、地

元企業を始めとした近隣市町の企業、神奈川県を中心に県西地域で展開

している未病産業に関連する企業との連携も視野に入れた取り組みを今

年度の社会実証実験の結果を踏まえながら、検討を進めていく。 

 さらに、街なかに立地する施設として、ＪＲ御殿場線・松田駅や小田

急線・新松田駅などの軌道軸と公共交通網となるバス路線を利用する

人々が集まる交通結節ターミナルとの近接性を踏まえ、交通事業者と連

携した事業の構築に向けた検討・協議を進めていく。 

 また、町民の身近な拠点施設として、子どもから大人、高齢者や障が

いのある人のだれもが安心して、気軽に利用のできる施設としての整備

や運営に向けた協力・連携体制を構築していく。 
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(5) 駅周辺町有施設の再編を含めた調査・検討 

 

 【社会実証実験の実施】  

 

  《実施に向けて》 

 「女性が輝き活躍するコンパクトシティ創生事業」で取り組んだ「ま

ちづくりワークショップ（松田まちづくり女子会 2017）」の参加者が

中心となって、企画～準備～実施と進めてきたものである。 

 今回の社会実証実験の実施に当たっては、これまでに４回のワーク

ショップを開催し、テーマに基づいて検討を進め、将来的な拠点づく

りに繋げていくことを目的とする。 

 開催場所についても、ワークショップで利用のメリットやデメリッ

ト等をメンバーで検討し、駐車場の確保や安心して利用できる空間の

確保など、利用者や参加者の視点を考慮して旧土木事務所での開催と

し、開催に向けた本格的な準備を開始した。 

 出店ブースについては、ワークショップの参加者の販売ブースやフ

リーマーケット、ワークショップを始めとして、子どもの遊び場、子

どもが遊んでいる間の休憩等ができる飲食ブース及び休憩スペース、

ワークショップの参加者からの推薦もあった立花学園高等学校の科学

部及び鉄道研究部にも協力をいただき、来場者が長時間の滞在ができ

る環境の確保を図っている。 

  《実施に向けた準備》 

 社会実証実験の実施に向けた準備では、開催までの期間が非常に短

い中で、チラシの作成から配布、ポスター等の掲示の周知活動、フラ

ッグの作成、実施に向けての施設内の清掃や店舗等の準備をメンバー

の各自ができるところを分担して準備を進めた。 

 各種情報の発信・提供については、社会実証実験の開催のチラシの

配布やポスター掲示のほか、タウンニュース等への掲載とともに、フ

ェイスブック等のＳＮＳを活用して情報提供・拡散を図り、広く周知

を展開した。 

 また、社会実証実験の実施に向けた各種諸手続き（消防署や保健所

等）、旧土木事務所の施設利用にあたっての設備（仮設トイレや電気関

連設備の仮復旧）の準備については、担当課（定住少子化担当室）が

対応して側面的な支援を行った。 
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  《実施概要》 

●日  時：平成 29 年３月 18 日（土） 

      午前 10 時～午後 3 時（5 時間開催） 

●場  所：旧土木事務所 

      本館１階・中庭・車庫を会場としての利用 

●来 場 者：延べ 518 名 

●出店店舗 

 〔本館エリア〕 

  〇松田屋        （アクセサリー、雑貨販売） 

  〇Natural Style こずえ （布ナプキン、ライナー販売） 

  〇Yokoyoko       （手作り刺繍ブローチ） 

  〇立花学園・科学部   （面白科学実験） 

  〇立花学園・鉄道研究部 （Ｎゲージとプラレール） 

 〔飲食・販売エリア〕 

  〇みらいのこどもたち  （コーヒー販売、野菜の直売） 

  〇米粉ケーキ      （ケーキ販売） 

  〇キッチンひまわり   （軽食販売） 

  〇スマホコーティング  （スマホのコーティング） 

 〔体験エリア〕 

  〇のや☆マン      （落ち葉プール、雑貨、寄のパンの販売） 

  〇洋服フリマ      （洋服のフリーマーケット） 

  〇バスボムづくり    （ワークショップ） 

  〇古布を使ったてるてるボーズづくり（ワークショップ） 

  《実施結果》 

 社会実証実験の当日は、天候にも恵まれ、準備期間やＰＲ・周知期

間が短いなかでも主催者側の予想を超える多くの親子・家族連れが訪

れた。 

 ワークショップの中でも意見があった、子どもたちが安心して遊べ

る空間として確保した屋外での遊具等の遊びのエリア、室内の落書き

コーナーや立花学園高等学校・科学部の実験コーナー、鉄道研究部の

鉄道模型コーナー等では子どもたちが楽しんでいた一方で、大人は飲

食スペース等で休憩するといった光景も見受けられた。 

 また、屋内及び屋外を一体的に利用した実験の中で来場者の動向に

合わせて屋内の販売ブースを屋外に配置替えを行うなど、様々な状況

に応じた会場レイアウトづくりを行った。 

 なお、旧土木事務所や駅周辺の利活用について、来場者に意見を求

めるとともに、社会実証実験の効果を検証するため、来場者にアンケ

ートを行い、イベントに対する意見・評価も求めた。 
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●実証実験の様子 

〈受入環境〉 

  

〈案内・ＰＲ〉 

  

〈開催会場〉 

  

〈本館・展示ブース〉 

  

〈本館・販売ブース〉 
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〈本館・落書きコーナー〉 

 

〈本館・立花学園 科学部〉 

 

〈本館・立花学園 鉄道研究部〉 

 

〈フリーマーケット〉 

 

〈飲食ブース〉 
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〈休憩スペース〉 

 

〈子どもの遊び場〉 
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【社会実証実験の開催チラシ】 
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【タウンニュースでの開催周知】 
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【社会実証実験の会場マップ】 
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【来場者からの意見】 

 「みんなでまちづくりを考えよう。」 

〇この場所で何がしたい、駅のまわりに何が欲しいなど、あなたのアイデア

を書いてください。 

 

・児童館 

・音楽会ができるスペース（ジャズなど） 

・ギャラリー作品展示ができるスペース 

・子どもと一緒でも大丈夫な Café 
・天気に関係なく遊べる所 

・合宿ができる所がほしい。町の体育館・学校の体育館で合宿をさせ

てください。 

・介護つかれが吹きとぶような場所（お茶できる所） 

・町のいろいろが案内してもらえるコンシェルジュのいる場所 

・障がい者の人たちのつくるパン屋さん、カフェ、レストラン 

・温水プール＆入浴施設 

・ファミマより商品が充実しているコンビニ 

・誰でもふらっと立ち寄れるロビー、おしゃべりもできる 

・スーパー：駅周辺から「あおば」は遠い 

・ママの居場所 

・子どもが遊べる場所 

・体育館などのスポーツ施設 

・シャッターが閉まっている店をリノベーションする 

・若者がわくわくする場所 

・いろいろな人が集えるコミュニティ施設 

・スペースをうまくつかって、地域の女性が活躍できることを考える 
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【来場者アンケート調査の結果】 

 《調査の概要》 

①調査地点：旧土木事務所「つむＧＯ」の社会実証実験会場 

②調査対象：社会実証実験の来場者 

③標 本 数：36 票 

④調査方法：会場受付での調査票の配布・回収 

⑤調査実施：平成 29 年 3 月 18 日（土）午前 10 時～午後 3 時 

 

 

 １．あなたの性別をお聞かせください。 

 

25.0%

75.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

無回答

 
 

 ２．あなたの年齢をお聞かせください。 

 

9.4%

3.1%

15.6%

18.8%

9.4%

34.3%

9.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答
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 ３．お住まいはどちらですか。 

 

68.8%

9.4%

0.0%

15.6%

0.0%

3.1%

0.0%

3.1%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松田町

大井町

開成町

山北町

中井町

南足柄市

小田原市

その他県内

市町村

県外

無回答

 
 

 ４．どなたと来場されましたか。（複数回答） 

 

37.5%

12.5%

12.5%

34.4%

18.8%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子ども

配偶者

父母・

祖父母

友人

その他

無回答
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 ５．「つむＧＯ」を何で知りましたか。 

 

15.6%

15.6%

12.5%

25.0%

40.6%

6.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

Facebook

新聞

タウン

ニュース

口コミ

・友人

チラシ・

ポスター

その他

無回答

  
 

 ６．「つむＧＯ」の満足度をお聞かせください。 

 

21.9%

28.1%

25.0%

9.4%

6.2%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

無回答

 
〔具体的な理由〕 

〈満足・やや満足〉  

・広い場所を使って気軽に入れる所。 

・子供がトランポリンや学生の実験を楽しんでいました。 

・子供達がすごく喜んで楽しんでいました。 

・皆さんの作品もすばらしい。 
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・子供が楽しんでのびのび遊べました。会場は車で入りやすく、駐車ス

ペースも停めやすかった。手づくりの温かみを感じました。スタッフ

の方が楽しそうなのも印象的でした。 

・僕が遊ぶ所も無料だったし、パンケーキなどもおいしかった。 

・子供の遊ぶ所がたくさんあって、喜んでいます。 

・初めての利用でも OK。 

・初めての場所でも P が近くにあることがうれしい。 

・少し店舗が少ないと思う。 

・子供が自由に遊べるスペースがあるのがうれしいですね。 

・様々な人達の力を出し合い、それぞれが個性的。 

・子供、ヤングファミリーの参加が好印象です。 

・子供はふわふわが大満足。立花学園の鉄道と科学部も楽しめました。 

・普段入れない場所に入り、非日常を味わえました。出し物が少ないよ

うに感じますが、あまり多くて騒がしいのも苦手なので、この雰囲気

は好きです。 

〈普通〉 

・Ｐ(駐車場)があるか？場所がちょっと思いつかなくてドキドキした。 

・飲食（軽食）の出店がもう少し多いと良いかと。お菓子とか、ドリン

ク系とか。 

・子供がたくさん遊べました。 

・ブースがいろいろな分野であった方が広がりがある。 

・周知不足 

・女性や子供が楽しめる飲食コーナーがもっとあれば良い。 

〈不満・やや不満〉 

・高齢者も参加できるといいかな。 

 

 

 ７．今後の町の開催するイベント等に対して、ご意見・ご要望があればお聞か

せください。 

・夏場の虫に注意したり、屋根の下とはいえ、逆に暑いのではないかと思

っている。 

・今後も楽しみにしています。 

・もっと人に来てもらうように計画を立てて出来たらいいと思います。 

・松田町のイベントというとさくら祭りか、花火大会くらいしかイメージ

がないので、もっと地域密着で行ってほしい。(スポーツ大会とか) 

・この１日限定が定着して町のにぎわいが出てくればいいですね。 
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・あまり知られていなくてびっくりしました。お試しを前面に出すと来る

人も迷ってしまう。 

・無料の駐車場がありがたいです。 

・町を中心として、女性や子供がのびのび楽しめ、交流の場となるような

イベントができること、すばらしいと思います。定住対策へすぐにつな

がることではないかもしれないけれど、続けていけば間違いなく女性や

子供が集まる町になると思う。山北町も見習って欲しいくらいです。飲

食スペースの充実を望みます。 

・今日、子供たちの飲み物等が売っていなかったので、あればよかったで

す。 

・相川葉子さんの絵の展覧会を是非文化センターで紹介して欲しいです。

彼女ような人が松田にいることを知って欲しいです。 

・親子参加型スクール等、国際交流イベント、学校の誘致（駅前の開発を

望みます。） 

・すべての人々がもっと気軽に参加出来る様に宣伝等すると良い。参加も

出来ない。 

・もっと前宣伝がほしい。入口が分かりやすい方がいい（何をやっている

か分からない。） 

・わかりずらい。入口が地味。 

・松田町らしさの追求。 

・イベントがあると、やはり参加することによって、知り合いに会ったり、

コミュニケーションがとれてよいと思います。 

・広いのでいろいろな催しに使用できそうですね。沢山のアイデアがどん

どん出てきる場所になったらいいですね。期待しています。 

・ここの場所は利用価値があるので、多方面に考えて活きた場所にして欲

しい。 

・町でやっているスポーツ団体などの募集の出来る場を町のイベント内で

行えるようにして欲しいです。 
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【参加者アンケート調査票】 
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４．まとめ 

 

(1) 今年度の総括 

 今年度は、期間が短い中で女性が参加するまちづくりワークショップ

（松田まちづくり女子会 2017）を４回開催し、ワークショップでの意見

や検討の結果を踏まえた、社会実証実験を実施したことにより、これま

でのワークショップでの検討結果を確認・検証することができた。 

 特に、今年度のワークショップへの参加を期に個々の様々な活動につ

いての情報交換や、将来的に地域の拠点として利用を想定している旧土

木事務所の利用方法や必要な機能などについて、利用する立場からの

様々な意見を聴取・把握することができた。 

 また、事業開始時に実施した「女性が輝くまち・松田町」のアンケー

ト調査における意見では「仕事と子育ての両立ができ、働きやすいまち」

「子育て支援が充実し、子育て環境がよいまち」「多くの女性が働いてい

るまち、社会進出しているまち」が上位を占めているほか、必要な施設

や制度では「保育園」「公園」「子どもが預けられる場所」などが上位に

挙げられていることからも、こうした環境や機能を備える施設での検討

を進めていくことが求められている。この意見や意向を踏まえた今回の

ワークショップでは、会場に隣接した託児サービスの提供を行い、子ど

もを連れて安心してワークショップに参加できる環境づくりを行った。 

 今回のワークショップと社会実証実験を通じて、町内の女性が自身の

住む町について考え、よりよい町をつくっていくために実行することが

可能であることが確認できた。このことから、町内には、町民主体のま

ちづくりの土壌があり、また、ワークショップ等の参加者や来場者に繋

がりが生まれたことから、松田町のまちづくりが進んでいくことを期待

できる結果となった。 

 

 

(2) 次年度以降の展望 

 次年度以降、起業化を目的としたセミナーを開催し、創業や経営等の

起業における知識を養い、町民それぞれが持つスキルを仕事につなげ、

駅周辺の空き店舗等を活用した常設店舗とすることで個人事業主を増や

していくとともに、事業所数の増加による雇用の創出を図る。 

また、将来的に地域の核的な施設としての整備を予定している旧土木

事務所の具体な導入機能や利用方法等を検討し、施設の管理運営主体の

組成を並行して進めていき、ハード事業とソフト事業が連動した事業推

進を図り、町が経済的に自立する仕組みを創る。 
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 さらに、今年度スタートしたワークショップについては、継続的な動

きとして進め、起業化に向けたセミナーや施設整備計画等を検証するた

め、町民や将来的に施設を利用する人々の意見や提案を聞き入れる場と

して運用していく。  
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